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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　11：45 ～〈食　事〉

　12：30 １．点　鐘……〈会　長〉

 ２．開会宣言

 ３．ロータリーソング斉唱……我等の生業

 ４．講師・ゲスト並びにビジター紹介

 ５．会長挨拶並びに会長報告

 ６．幹事報告

 ７．出席報告

 ８．委員会報告

 ９．ニコニコボックス報告

 10．次週並びに次々週のプログラムの予告

 　（９／18）……休　会（法定休日）

 　（９／25）……

 　　卓話　「麹菌の可能性について」

 　　講師　株式会社ビオック

 　　　　　代表取締役社長　村井裕一郎 様

（紹介者　中川　耕児 会員）

２．クラブフォーラム………〈司会：職業奉仕委員会〉

　13：00～「ゼロエミッション火力の実現について」

 　JERA 碧南火力発電所

 　　所長　谷川　勝哉 様

（紹介者　近藤　純子 会員）

 11．謝　辞

 12．諸事ご案内……〈職業奉仕委員長〉

　13：30　13．点　鐘……〈会　長〉

　13：30　　　バスに乗車して見学　～ 15：00

ゲ ス ト

　青少年交換学生　　　エマ・オリビア さん

　ホストファミリー　　加藤由美子 さん

青少年交換学生　エマ・オリビア さん

出 席

会員総数　96名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　79名

欠　席　23名　　出席率　70.89％

前々回（８／28）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）９月のロータリーレートは、１ドル146円となり

ました。
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職場例会　於：へきなんたんトピア 
　　　　　　　　および碧南火力発電所
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会 長 あ い さ つ

加藤　英樹

　本日は中部電力パワーグリッドの

武田会員のご紹介でここ碧南火力発

電所に参りました。後ほど碧南火力

発電所の谷川所長様にも卓話をして

頂きます。ご両名には大変お世話に

なりますが、どうぞよろしくお願い

致します。

　ここ碧南火力発電所は多くの先輩方にとっては２度目

の訪問になると思います。以前にお越しになったのは、

2008年、塚本幸夫会長の年です。あれから15年が経ちま

した。常に世界最高峰の技術で、より進化している碧南

火力発電所を改めてお楽しみ頂けたらと思います。

　ところで、私自身が初めてお邪魔した中部電力の施設

は杉浦世志朗会長の時の武豊発電所のメガソーラー武豊

でした。東日本大震災後にお邪魔したので隣にある古い

火力発電所が稼働しており、その施設も拝見しました。

本当に騙し騙し、そして慎重に稼働されているのだなと

感心しましたし、私たちの生活が安定するために本当に

多くの努力がなされているのだなと感心致しました。

　また、弊社が太陽光発電の固定買取制度を活用して発

電を始める時も、受電のための設備を投資して頂き開通

できた事を覚えています。電圧変化により停電リスクが

高まるために常に細やかな発電に心掛けている事もお聞

きしました。

　新幹線で精密機器の充電をする時も電圧等が必ずしも

安定していないので注意が必要ですが、家庭や工場に来

ている電気には何の問題がないように管理して頂いてい

ます。

　当たり前に通っている電気にもっと感謝をしないとい

けないといつも思っています。

　以前テレビで高圧電線の管理を極寒の冬に山奥で、吹

雪の中している映像を見た事もあります。本当に大変な

お仕事だと思いました。そのような厳しい環境でも維持

管理のお仕事をして頂いている人がいるから我々の元に

電気が来ているのだと感謝しています。

　ただ、最近の電力価格には頭を痛めていますが、安定

した安心できる電力を供給して頂いている事、そのため

の努力と比べたら大したことはないなと思っています。

　本日の卓話並びに発電所の見学楽しみにしております。

クラブフォーラム

「ゼロエミッション火力の実現について」

講師　JERA 碧南火力発電所

所長　谷川　勝哉 様

碧南火力発電所
アンモニア混焼に向けた取り組み
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碧南石炭火力発電所

碧南火力発電所とは

⚫ 愛知県碧南市に位置する、日本最大の石炭火力発電所
⚫ 年 月の 号機運転開始以来、中部地域の電力安

定供給に貢献
⚫ 碧南火力発電所の年間発電電力量 約 億

▻愛知県の約半分の電力量
▻ 年 月 日 碧南火力発電所運転開始 周年
▻ 年 月 日 碧南火力発電所累計発電電力量

億 達成

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機

定格出力 万 万 万 万 万

使用燃料 石炭専焼 （重油・バイオマス燃料）

運転開始 年
月 日

年
月 日

年
月 日

年
月 日

年
月 日
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碧南火力発電所 全体図

ボイラ建屋

取水口

タービン建屋

･ 号機放水口

・ ・ 号機放水口

号機
号機

号機

号機

号機

･ 号機集合煙突

・ ・ 号機集合煙突
貯炭場

敷地面積 約 万
貯炭場 約 万
灰捨地 約 万

へきなんたんトピア
（地域共生施設）
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ゼロエミッション 日本版ロードマップ

「 ゼロエミッション 日本版ロードマップ」「 環境コミット」は脱炭素技術の着実な進展と経済合理性ならびに政策との整合性およびその実現下における事業環境を前提としています。

◼ は、 年 月 日にゼロエミッション のロードマップを公表
◼ 火力としては、「非効率石炭火力の停廃止」「アンモニア混焼」「水素混焼」
◼ 再生可能エネルギーとしては、「洋上風力の開発促進」「蓄電池の導入支援」
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アンモニア・水素発電の導入計画

専焼ボイラ ガスタービン開発 専焼化

以上
高混焼

～ 年 ～ 年～ 年

実証向け
工事

実証
試験

年度

混焼

バーナ開発 実証向け工事 実証
試験

アンモニア

水素 混焼
専焼

実証向け
工事

実証
試験

混焼率 ％※

実証実証
試験試験

本格導入
工事

商用運転
開始

混焼率

本格導入
工事

商用運転
開始

商用運転
開始混焼率拡大 大型化に向けた技術開発

専焼

年度

年代

環境コミットの達成に向けて、以下のタイムラインでの技術開発を目指す。
◼ アンモニアについては、 年度に碧南火力 号機において混焼率 での実証試験を開始、更に 年

度までに碧南火力 号機において混焼率 以上の高混焼試験を実施。同混焼率での商用運転を目指す。
◼ 水素については、 年代に自社のガスタービン燃焼器を用いた混焼率 ％での実証試験を実施。

年代半ばでの商用運転を目指す。

年代後半

混焼率 以上

年代前半

年代半ば

※体積比
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碧南火力発電所におけるアンモニア発電の実証事業

実証事業の概要

件 名
「カーボンリサイクル・次世代火力発

電等技術開発／アンモニア混焼火力発電技術研
究開発・実証事業」

事業主体 、

事業内容 碧南火力発電所 号機 出力 万 にて
燃料の 熱量比 をアンモニアに転換する

実証事業期間

年 月～ 年 月
➢ 実機でのアンモニア ％発電期間は開始時期を
約１年前倒し。

➢ バーナー設計のため、 号機で 年 月から
先行燃焼試験を実施完了。

アンモニア使用量 ３万～４万トン

実証事業スケジュール

➢ 早期の技術確立を目指し、バーナー、タンク、配管等の設置工事の工程短縮の調整が整ったこと、また、
これまでの実証事業の順調な進捗を踏まえ、碧南火力 号機における燃料アンモニアの大規模混焼の
開始時期を約 年前倒し、 年度に開始する。

年度 年度 年度 年度

マイルストーン

改造バーナー
据付工事
タンク
設置工事

号機アンモニア先行燃焼試験

アンモニア
大規模混焼実証

実証アンモニア初受入

基本設計 詳細設計 据付工事

詳細設計 地盤
改良 土木建築・機械工事
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バーナ
全 本を改造

蒸気タービンへ

蒸気配管

→→煙突へ

燃燃焼焼ガガスス

発電用ボイラ

ボイラおよび改造バーナの概略
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燃料アンモニアの調達に向けた国際競争入札の実施について

株式会社JERAは、燃料アンモニアの調達に向けた国際競争入札を行うこととし、本日、入札条件を記載
した提案依頼書を約30社に対して送付いたしました。

当社は「JERAゼロエミッション2050」を掲げ、2050年時点で国内外の事業から排出されるCO2の実質
ゼロに挑戦しています。火力発電についてはよりグリーンな燃料の導入を進め、発電時にCO2を排出しない
「ゼロエミッション火力」を追求しています。

この一環として、碧南火力発電所では、燃料アンモニアの利用に向けた実証事業に取り組んでおり、
2020年代後半には、同4号機において、燃料の20％をアンモニアに転換することを目指しています。
実証事業の順調な進捗を受け、並行して燃料アンモニアの調達先を検討することとし、次の内容を主要条件
とする国際競争入札を実施することとしました。

当社は受領した提案を評価し、本年5月頃までに複数社を選定の上、具体的な協議を進めてまいります。

（ 年 月 日 プレスより抜粋）


